
平成２７年度 学校自己評価
栃木県立栃木工業高等学校

国際社会を生きる心豊かな人間性を養い、地域社会から信頼され、期待される工業人を

教 育 目 標 育成する。

１ 主体的な実践力の育成 ２ 個性の伸長 ３ 情操の涵養

１ 基本的生活習慣の確立

・時間厳守、挨拶励行、整理整頓 Ｂ

重 点 目 標 ２ 基礎学力の確実な定着と専門的な知識・技術の習得

・個性や能力に応じた授業を実践し、一人一人の学力を高める Ｂ

・将来役立つ実務的資格を取得させるとともに高度な資格にも挑戦させる

３ ものづくり技術を生かした地域・国際貢献の推進 Ａ

４ 部活動の充実

・体力の向上と豊かな情操、さらによりよい人間関係を育成する Ｂ

評価基準 十分満足できる…Ａ 概ね満足できる…Ｂ 努力を要する…Ｃ 一層努力を要する…Ｄ

各 部 重 点 目 標 具 体 的 取 組 評価

教 務 部 １ 教育計画の適正な実施を ○教務部内の各係毎に適正な職務分担を行い、連携を密にし共通 Ｂ

図る。 理解を図りながら、教育計画を円滑に実施する。

２ 各種行事の円滑な実施を ○学校行事の内容、係分担等について十分な計画を立て、事前準備 Ｂ

図る。 及び円滑な運営を行い、充実した行事の実施を図る。

３ 生徒・保護者・地域等への ○中学校訪問、学校説明会、一日体験学習及びホームページなど Ａ

適切な情報発信の充実を図る を通し、本校の広報活動に努める。

学習指導部 １ 基礎学力の確実な定着を ○学習環境を整え、各科・各教科と連携し、生徒一人一人の学習 Ｂ

図る。 意欲を喚起し、生徒一人一人の学力の向上を目指す。

２ 専門的な知識･技術を習得 ○資格取得や技能訓練を通じ、技術者・技能者としての資質を身 Ｂ

させる。 につけさせ、高度な資格試験にも積極的にチャレンジさせる。

生徒指導部 １ 基本的生活習慣を身につ ○学校生活を送る上で基本的生活習慣の重要性を理解させ、遅刻 Ｂ

けさせる。 や欠席者の減少を図る。

２ 交通法規を厳守させ交通 ○イヤフォンや傘さし運転をしない指導を徹底し、交通安全に対 Ｂ

事故ゼロを目指す。 する意識を向上させる。

３ 教育相談活動の充実を図 ○生徒の人権を尊重し、家庭や関係機関と連携して生徒理解に努 Ｂ

る。 め、健全な発達の支援や援助を行う。

特活指導部 １ 体力の向上と豊かな情操 ○部活動環境を整備し、生徒の意識の高揚を図りながら、部活動 Ｂ

の醸成に資する特別活動 の活性化を促進する。

を援助・実践する。

○国際交流活動、福祉交流活動、福祉機器製作活動、福祉啓発活 Ａ

動等を継続的に行う。

○生徒及び生徒会の自主的・積極的活動の促進を図り、生徒会主 Ｂ

催行事を成功に導く。

進路指導部 １ 自立した一人の人間とし ○１,２年生
て、力強く生きていく力 キャリア教育の視点から全体指導や分野別指導を行い、自己の Ｂ

を育成する。 進路に対する意識を向上させる。

○３年生

希望する進路の実現に向け、個に応じた指導を組織的に行い、 Ａ

進路を決定させる。



健康指導部 １ 自己の健康を適切に管理 ○各種検診、定期健康診断を全員に受診させ、生徒個人個人に対 Ｂ

できるようにする。 する健康指導に役立たせる。

２ 健康で安全な生活をしよ ○各種検診、定期健康診断の受診結果を通して、日頃より自己の Ｂ

うとする態度を養う。 健康管理の重要さを意識させる。

環境指導部 １ 健康で学習意欲が向上す ○学校周辺の清掃奉仕活動にも取り組み、校舎内外の環境と美化 Ａ

る環境をつくる。 の向上を心掛ける。

２ ゴミも資源になることを ○ゴミの分別・回収を徹底することで、ゴミも資源になることを Ｂ

意識させる。 意識させる。

渉 外 部 １ 学校、家庭、地域社会の ○学校行事（学校公開・マラソン大会）や PTA 研修旅行への積極 Ａ

相互連携を図り、ＰＴＡ 的な参加・協力を依頼し、ＰＴＡ活動の充実を図る。

活動の活性化を推進する。

○理事会・PTA 総会・学年部会等がスムーズに運営できるように Ａ

する。

防 災 部 １ 災害発生時に迅速な行動 ○災害時に的確な避難行動がとれるよう地震対応避難訓練・火災

がとれるよう、防災教育 対応避難訓練を実施する。その為に、避難経路の確認や防災組 Ｂ

を行う。 織の役割りを明確にする。

２ 災害時緊急連絡方法を周 ○緊急連絡方法を、職員・生徒・保護者に周知する事により災害 Ｂ

知する。 時の対応を明確にする。

学 年 部 １年 ○安易な欠席・遅刻を防止すると共に、挨拶や提出物など徹底

・基本的生活習慣の身につい させる指導を通じて、基本的生活習慣の身についた生徒を育成 Ｂ

た生徒の育成 する。

２年 ○インターンシップや修学旅行が目的意識持って実施できるよう

・充実したインターンシップ に十分な事前準備と基本的生活習慣をしっかり身に着けさせ各 Ａ

及び修学旅行の実施 行事に支障が出ないように指導をする・

３年 ○進路指導部と連携をはかり、十分な情報を基にした対策と指導 Ａ

・進路指導の充実 を実施し、将来を見据えた生徒が希望する進路を実現させる。

工 業 部 １ 地域に貢献出来る人材を ○インターンシップ・キャリア形成支援事業・教具の製作提供等 Ａ

育成する で地域との連携を密にして確かな職業観・勤労観を身に付けさ

せる。

○機械科

・３年生の進路実現に向けて組織的に面接指導を行い､全員の進路

を決定させる Ａ

・昼休みや放課後の補習を実施し、機械検査技能士３級の合格率

の目標を７５％以上とする

○電気科

・第２種電気工事士の合格率の目標を７０％以上とする Ａ

・テクニカルリペア活動を推進する

○電子科

・工事担任者ＤＤ３種の科目合格を含めた合格率目標を９０％以

上を目指し、対策 問題を作り指導をする。 Ａ

・地域に貢献するものづくり活動を実践する。

○情報技術科

・専門分野における実践的・体験的な学習内容の充実を図る。 Ａ

（実習・実験のテーマの見直し、体験的活動の取り組みなど）


